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クラウドソーシングを活用した日本全体のCCMQ-J
問診票調査における最適グループ数とその体質特性
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【目的】    体質問診票である日本語版 Constitution in Chinese medicine Questionnaire 
(CCMQ-J) が開発されて以来、CCMQ-J は、地域の未病対策の調査および食品の機能性の研究な
どさまざまな未病研究に活用されている。本研究では、CCMQ-J の体質 60 項目問診票に潜む未
病体質の特徴を解明することを目的に、統計的に有意な体質グループ数を推定する。また、二つ
の異なる教師なし学習法であるκ平均法および階層的クラスタリング手法のウォード法により、
設定されたグループの妥当性を評価し、CCMQ-J の体質 60 項目問診票から得られる体質９分類
にもとづき、推定グループの特徴を考察する。

【方法】     クラウドソーシングにより日本全国の 851 人に対して、CCMQ-J における 60 項目の
問診を行った。これらの問診結果に対し、教師なしクラスタリング手法であるκ平均法を適用し、
ギャップ統計量により統計的に有意なグループ数を推定した。また、κ平均法によって導かれた
グループの妥当性を評価するため、階層的クラスタリング手法の一つであるウォード法によって
クラスタリングを行い、両クラスタリング結果について、CCMQ-J により得られる体質 9 分類の
構成比にもとづいて、比較および考察を行った。

【結果】      ギャップ統計量を用いたκ平均法における最適グループ数は５となった。また、ウォー
ド法により 5 グループへと分類した結果、κ平均法によるクラスタリング結果と対応づけが可
能であるグループ構成となった。これらの 5 グループは、(1) 平和質、(2) 平和質を含む未病型、
(3) 平和質を含まない未病型、(4) 気鬱質型未病、(5) 陽虚質型未病のように特徴づけられた。

【結論】     クラウドソーシングによる日本全国を対象とした、851 人における体質問診票調査を
もとに、κ平均法およびギャップ統計量を活用することにより、本データセットにおける体質グ
ループ数が５であることが推定された。また、本研究で得られた５グループの妥当性を、異なる
二つの方法であるκ平均法と階層的クラスリングにより確証した。本研究において得られた５グ
ループは、日本の現代社会の直面する心身ならびに精神にかかわる未病との関連性を示唆してお
り、超高齢化社会となった日本の国民の健康を維持するうえで特に考慮すべき未病体質である可
能性を示している。
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